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R4
　事業開催に向け実行委員会を組織し、飯田先生生誕110年の節目にあたることから、縁のある個人・団体に
協力要請し、音楽を通して心と心をつなげ飯田三郎メロディーを共感できる音楽大会を開催する。

R5 -

R6 -

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務

３　事務事業の概要
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年　度 概　　要

R2

R3

成　果
　根室市出身の偉大な作曲家「飯田三郎」の名を後世に残すため、音楽会を開催することにより、根室市の文
化に対する姿勢を市内・市外へ強いメッセージを発信することができる。

実施方法 □直営（市が直接実施）　　■補助（民間等に補助）　　□委託（民間等に委託）　　□その他

１　施策体系

施策体系との関連
施策区分 歴史・芸術文化の振興

施策目標 歴史や文化などに親しみ歴史・文化資源を未来へ継承するまち

事務事業評価（事前評価）シート【令和４年度】

主管課（担当名） 公民館（事業担当）
■実施計画
□重点プロジェクト

事務事業名 飯田三郎生誕110年記念事業 12356

２　事務事業の目的

目　的
　令和4年12月は、根室市出身の作曲家として数々の名曲を創作し、郷土根室の文化振興に多大な貢献をさ
れた「故　飯田三郎先生」の生誕110年にあたることから、先生を偲ぶとともに、先生の歌を後世に歌い継ぐた
め、市民並びに縁の深い関係団体により「ふるさとの作曲家飯田三郎生誕百十年記念音楽会」を開催する。



600人 - -

ア．

作成年月 令和4年6月

７　今後の事業の進め方

総合政策部で
付された意見

【計画どおり実施】
計画どおり事業を推進し、根室市の文化継承・普及に努められたい。

イ．
アを踏まえ、担当
部局の方針

■計画どおり着手が適当　　□再検討し実施する　　□着手を延期する

実行委員会で計画立案・実施する事業のため、予算面において市で負担協力する。

オ． 事業の公平性

■公平性は高い　　□概ね公平である　　□改善の余地はある

　文化の継承・普及を推進するうえで公平性は高い。

カ． 事業の有効性

■本事業の有効性が高い　　□本事業の有効性がある　□既存事業と大きな差はない

　文化の継承・普及を推進するうえで有効性は高い。

ウ． 事業の緊急性

□緊急性が高い　　□緊急性はある　　■緊急性はない

　生誕110年の節目単年度開催のため、緊急性はない。

エ． 手段の適切性

■適切である　　□現状として妥当である　　□検討の可能性はある

　過去開催の関連音楽大会の組織・開催実績を考慮し、適切である。

６　評価の視点

ア． 市民ニーズ

□かなりのニーズがある　　■ニーズはある　　□ニーズはあまりない

　過去開催の音楽会は、「飯田三郎賞を贈る会」事務局（大地みらい信用金庫（平成25年3月解散））より開催
要望が出され、市・教育委員会も実行委員として参加した経緯がある。

イ．
市が実施する
必要性

□市が実施すべきである　　□市の実施について検討の余地あり　　■市以外で実施可能である

　過去開催の関連音楽大会も実行委員会組織により開催しているため、市が実施する必要性はない。

事務事業改善策

（継続事業のみ記入）

５　事務事業の効果について

取組みに当たって
期待される効果など

　根室市出身の偉大な作曲家「飯田三郎」の名を後世に残すため、音楽会を開催することにより、根室市の文
化に対する姿勢を市内・市外へ強いメッセージを発信することができる。

４　事務事業の現状と課題

活
動
指
標

指　標　名
計画値
（R3）

目標値
（R2）

目標値
（R7）

飯田三郎生誕110年記念音楽大会来場者数


